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た事態にあるか らこそ、「評価」 にかかわ る原理
的 ・歴史的 アプローチか ら近代公教育 における
「評価」のあり方を考察 し、 さらに諸外国 との比
較を通 して教育実践の直面する 「評価」の問題を





































理的 ・科学的なものにしてい く」 ことに 「評価」
行為の本質があると指摘する。学習主体 としての







































第10章 数学学力低下論の検討 一学力 ・アチー
ブメント・学習一(松 下佳代)



















り、実証的 ・批判的に鋭 く分析 している。特に、
上述の学力論争が展開されている土俵自体の曖昧




































た 「学び」に着 目し、その特徴 として 「教育 目標
なき学び」の原理を明 らかにすることによって、
その 「学び」を支える〈鑑識眼にもとつ く教育評
価〉の基本的な枠組みを提示することを試みてい
る。「教育的鑑識眼」研究が本来の 「学び」 の復
権を もたらすものとして、従前の 「教育評価」研
究に一石を投 じている点は大変興味深い。
(晃洋書房、2002年 、228頁 、2,900円)
(福島大学教育学部講師)
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